
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
８
面
川

１
０
１
５
０
８

井

口

藤

藤

尚

●
交
通
科
学
博
物
館

企
画

展

日
本
縦
断
！
新
幹
線

そ

の
魅
力
を
探
る

十
月
一

日

一
月
九
日
。
九
州
新
幹
線

全
線
開
業
な
ど
話
題
の
多
い
新

幹
線
。
そ
の
種
類
・
歴
史
・
人

・
施
設
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

模
型
・
映
像
・
写
真
な
ど
で
紹

介
。

さ
く
ら
／
み
ず
ほ
／
は

や
ぶ
さ

コ
ー
ナ
ー
も

生
地

健
三
鉄
道
写
真
展

昭
和
を
駆

け
抜
け
た
関
西
の
私
鉄
た
ち

十
一
月
十
三
日
ま
で
開
催

中
。
鉄
道
を
題
材
に
し
た
写
真

や
ペ
ン
画
を
趣
味
と
す
る
氏
が

昭
和
二
十
年
代

三
十
年
代
に

撮
影
し
た
約
三
十
点
を
展
示

写
真
は

近
鉄
南
大
阪
線
モ
５

６
０
１
型

天
美
車
庫
に
て

１
９
５
４
年
頃

十

十
七

時
入
館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
な

ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜
も

祝
日
な
ら
振
替
休
な
し
）
。
高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
３
４
回
定
期
演

奏
会

サ
ン

サ
ー
ン
ス
の

埋
も
れ
た
傑
作
を
オ
ー
ギ
ュ
ス

タ
ン
・
デ
ュ
メ
イ
（
同
フ
ィ
ル

音
楽
監
督
）

写
真
右

が
関

西
初
演
。
ル
・
モ
ン
ド
紙
で
絶

賛
さ
れ
た
ロ
ン

テ
ィ
ボ
ー
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
の
ベ
ル
ト

ラ
ン
・
シ
ャ
マ
ユ

同
左

と

夢
の
共
演
。
演
奏
曲
目
は

シ

ュ
ー
ベ
ル
ト

イ
タ
リ
ア
風
序

曲
第
１
番
ニ
長
調

５
９
０

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
３
番
ハ
短
調
作
品

サ
ン

サ
ー
ン
ス

交
響
曲
第

１
番
変
ホ
長
調
作
品
２
。
十
一

月
十
八
日
（
金
）
十
九
時
か
ら

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（

福
島
駅
歩
七
分
）
で
。

五
千
円
、

四
千
円
、

三

千
円
、
学
生
千
円
。

六
五
七

七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

秋
の
こ
ど
も

か
い

十
一
月
五
日
（
土
）
十

四

十
五
時
、
港
区
民
セ
ン
タ

ー
二
階
集
会
室
で
。
温
も
り
溢あ

ふ

れ
る
手
づ
く
り
人
形
劇
や
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
楽
し
い
お
話

が
盛
り
沢
山

図
書
展
示

セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
本

展

シ
ニ
ア
世
代
が
気
に
な
る

健
康
・
趣
味
・
お
金
な
ど
暮
ら

し
に
役
立
つ
本
や
、
年
齢
を
重

ね
る
の
が
楽
し
く
な
る
本
を
一

堂
に
。
展
示
リ
ス
ト
あ
り
。
十

月
三
十
日
ま
で
開
催
中

図
書

展
示

受
賞
図
書

展

十
一

十
二
月
。
展
示
リ
ス
ト
あ
り

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
弁
天
寄
席

関
西

を
中
心
に
活
躍
す
る
中
堅
・
若

手
芸
人
に
よ
る
地
域
寄
席
。
二

百
三
回
目
。
落
語
、
講
談
な
ど

の
出
し
物
。
出
演
は
笑
福
亭
学が

っ

光こ
う

（
徳
島
出
身
の
落
語
家
）
、

旭
堂
南な

ん

鱗り
ん

（
大
阪
出
身
の
講
談

師
）
を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
、
今
回

は
旭
堂
南な

ん

舟し
ゅ

、う

林
家
染そ

め

吉き
ち

も
。

十
月
二
十
六
日
（
水
）
十
九
時

二
十
時
半
。
入
場
無
料
。
当

日
先
着
百
二
十
名
。

六
五
七

七

一
四
三
〇
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
松
浦
由
美

子
さ
ん
主
宰
の
音
楽
喫
茶
。

松
浦
由
美
子
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
百

物
語

十
月
十
六
日
（
日
）
十

五
時
か
ら
藤
田
稔
の
ピ
ア
ノ
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ

毎
月

第
一
金
曜
十
九
時
か
ら
様
々
な

楽
器
や
歌
の
組
み
合
わ
せ
で
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
。
一
飲
物
付
二
千

円
。
要
予
約

は
な
ま
る
カ
フ

ェ

毎
月
最
終
金
曜
十
九
時
か

ら
様
々
な
楽
器
や
歌
の
組
み
合

わ
せ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心

に
。
一
飲
物
付
千
円

の
う
た
★
カ
フ

ェ

若
手
テ
ノ
ー
ル
デ
ュ
オ
が

日
本
の
懐
か
し
い
歌
を
。
十
二

月
二
十
二
日
（
木
）
十
五
時
、

十
九
時
、
十
七
日
（
土
）
十
五

時
。
一
飲
物
付
二
千
円
。
要
予

約

天
王
寺
区
上
本
町
六

二

三
七
、
地
下
鉄
谷
町
九
丁
目

、
六
七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
古ふ

る

部べ

賢け
ん

一い
ち

周
年
コ
ン
サ
ー

ト

池
島
出
身
の
日
本
を
代
表

す
る
オ
ー
ボ
エ
奏
者
・
古
部
賢

一
さ
ん

写
真

が
新
日
本
フ

ィ
ル
首
席
奏
者
就
任
二
十
周
年

を
記
念
し
て
十
月
十
七
日（
月
）

十
一
時
半
か
ら
い
ず
み
ホ
ー
ル

（

大
阪
城
公
園
、
地
下
鉄

）
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・

コ
ン
サ
ー
ト
。
テ
レ
マ
ン
、
バ

ッ
ハ
、
ブ
リ
テ
ン
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
等
。
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
名
手

・
中
野
振
一
郎
さ
ん
ら
共
演
。

一
般
二
千
円
。

六
九
四
四

一
一
八
八
同
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
懐
か
し
の

名
画
大
会

ク
レ
ー
ジ
ー
黄
金

作
戦

監
督
は
坪
島
孝
。
出

演
は
植
木
等
、
ハ
ナ
肇
、
谷
啓
、

藤
田
ま
こ
と
、浜
美
枝
他
。一
九

六
七
年
作
品
。
十
一
月
十
一
日

（
金
）
十
四
時

。
協
力
金
百

円

同
セ
ン
タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇
（
入
舟
公
園
隣
）
。

問
合
せ
は

六
五
七
二

〇
〇

二
〇

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
港
区
支
部
協
議
会
へ
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

笹
岡
茂
彦
作
品
展

ザ
ン
パ
ノ

に
よ
ろ
し
く

十
月
二
十
日

三
十
日
（
二
十
六
日
休
）

旗
谷
吉
員
展

十
一
月
十

二

十
日
（
十
六
日
休
）

い
ず
れ

も
十
一

十
九
時
（
最
終
日
十

七
時
ま
で
）
。
入
場
無
料
。
港

区
役
所
向
か
い
。

六
五
七
二

五
九
八
七
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

秋
の
風
情

十
月
十
六

二
十
五
日
（
二
十
日
臨
休
）

収
穫
祭

十
一
月
三

八
日

開
館
は
十
一

十
八
時
（
火
曜

十
六
時
ま
で
）
、
水
曜
定
休
。

入
場
無
料
。
弁
天
四

一
一

四（
ピ
ア
ッ
ク
西
五
十

裏
通
）

六
五
九
九

七
九
七
七
。

●
喫
茶

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ハ

ハ

ハ

月
替
わ
り
で
季
節
感

溢
れ
る
企
画

十
月
は
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
ボ
タ
ン
や
糸
、
生
地
な

ど
を
販
売
。
講
習
会
も

十
一

月
は
ハ

ハ

ハ

で
作
っ
た

お
菓
子
、ケ
ー
キ
等
の
写
真
展
。

中
国
茶
の
講
習
会
も

七
時
半

十
八
時
（
土
祝
十
一
時

）
、

水
日
休
。
海
岸
通
一

五

二

八
天
満
屋
ビ
ル
（
地
下
鉄
大
阪

港

出
口
か
ら
西
へ
歩
五
分
）

六
五
七
六

〇
八
八
〇
。

●
私
を
可
愛
が
っ
て

三
カ
月

メ
ス
茶
ト
ラ
。
ト
イ
レ
し
つ
け

ず
み
。

０

９
０
・
３
８

４
３
・
０
２

２
９
吉
田
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴あ

な

方た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字（
原
稿
用
紙
１
枚
）千
円
が
標

準（
冊
子
５
冊
ま
で
無
料
）。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
港
新
聞

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
３
４
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
川
奈
ル
ミ
・
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ

ー
（
６
面
に
案
内
）
招
待
券
を

１
名
様
に
。

●
ユ
ニ
ッ
ト
人
間
や
ろ
か
お

れ
お
れ

ふ
り
ふ
り

（
７
面

に
案
内
）招
待
券
ペ
ア
２
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

は
な
ま
る
カ

フ
ェ

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
絵
本

ゆ
ら
ち
ゃ
ん
の
お
は

か
ま
い
り

（
７
面
に
案
内
）

を

名
様
に
。

今
月
は
、
戦
時
下
で
家
族
を

支
え
て
生
き
抜
き
、
戦
後
は
平

和
を
願
い
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦

死
し
た
兄
の
霊
を
弔と

む

っら

て
日
の

丸
の
旗
を
掲
げ
続
け
て
い
る
柴

田
セ
ツ
子
さ
ん

（
築
港
４
）

に
、
そ
の
戦
争
体
験
を
語
っ
て

頂
き
ま
し
た
。◇

私
は
大
正
十
二（
一
九
二
三
）

年
二
月
、
愛
媛
県し

周ゅ
う

桑そ
う

郡
（
現

西
条
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

漁
師
の
父
を
中
心
に
、
家
族
で

家
の
前
の
遠と

お

浅あ
さ

の
海
か
ら
海か

い

藻そ
う

な
ど
を
採と

っ
て
生
計
を
立
て
て

い
ま
し
た
。冬
は
水
が
冷
た
く
、

仕
事
が
と
て
も
辛つ

ら

か
っ
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。
私
は
三
人
兄

弟
姉
妹
の
真
ん
中
で
、
兄
と
妹

が
い
ま
し
た
。

◆
紡
績
工
場
や
玉
突
屋
で

尋じ
ん

常じ
ょ

小う

学
校
を
卒
業
す
る
と

す
ぐ
、
家
族
を
支
え
る
た
め
町

の
紡
績
工
場
へ
働
き
に
出
ま
し

た
。
十
二
歳
で
し
た
。
そ
こ
で

二
年
ほ
ど
勤
め
て
か
ら
大
阪
へ

出
、
港
区
の
玉た

ま

突つ
き

屋や

（
ビ
リ
ヤ

ー
ド
）
に
住
み
込
み
ま
し
た
。

当
時
、
港
区
に
は
四
十
軒
ほ
ど

の
玉
突
屋
が
あ
り
ま
し
た
が
、

私
の
勤
め
た
店
は
市
岡
パ
ラ
ダ

イ
ス
（
現
在
の
磯
路
三
丁
目
辺

り
）
の
一
角
に
あ
り
、
活
気
が

あ
り
ま
し
た
。

選
手
の
点
数
を
読
み
上
げ
た

り
、
大
き
な
算そ

ろ

盤ば
ん

の
よ
う
な
点

数
表
に
得
点
を
表
示
し
た
り
す

る
の
が
私
の
仕
事
で
し
た
。
戦

争
が
深
ま
る
中
、
休
日
に
は
缶

詰
の
整
理
な
ど
の
勤
労
奉
仕
に

携
わ
り
、
空
襲
に
備
え
て
防
空

訓
練
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
二

十
歳
に
な
っ
た
昭
和
十
八
年
に

は
父
が
五
十
二
歳
で
他
界
し
、

兄
も
兵
隊
に
と
ら
れ
て
い
た
の

で
、
家
族
の
生
活
が
一
層
重
く

の
し
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
住
友
金
属
で
働
く

昭
和
十
九
年
に
は
い
よ
い
よ

戦
況
が
厳
し
く
な
り
、
空
襲
の

恐
れ
も
出
て
き
た
の
で
田
舎
へ

帰
り
、
東
隣
の
新に

居い

浜は
ま

市
の
住

友
金
属
で
本
雇
い
（
正
社
員
）

と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

私
は
工
場
の
外
の
仕
事
で
し

た
が
、
あ
る
時
、
倉
庫
に
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
沢
山
の
い
り
こ

（
だ
し
じ
ゃ
こ
）
を
見
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
食
料
事
情
が
切
迫
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で

も
こ
こ
に
は
終
戦
ま
で
空
襲
が

な
く
、
防
空
壕
に
避
難
し
た
記

憶
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
だ
け

爆
弾
を
落
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
音
も
聞
こ
え
ず
、

あ
と
で
大
き
な
穴
を
見
て
初
め

て
気
づ
い
た
ほ
ど
で
し
た
。

◆
焼
き
払
わ
れ
た
今
治
市

し
か
し
、
西
隣
の
今い

ま

治ば
り

市
は

終
戦
間
際
、
空
襲
に
遭あ

い
ま
し

た
。
夜
、
家
の
前
の
浜
か
ら
見

た
今
治
の
街
は
、
焼し

ょ

夷う
い

弾だ
ん

で
真

っ
赤
に
燃
え
上
が
り
、
そ
れ
が

あ
ま
り
綺き

麗れ
い

だ
っ
た
の
で
、
恐

ろ
し
さ
を
忘
れ
て
見み

惚と

れ
て
い

た
ほ
ど
で
し
た
。

タ
オ
ル
工
場
し
か
な
い
今
治

を
焼
き
払
い
、
軍
需
工
場
の
あ

る
新
居
浜
に
爆
弾
を
落
と
さ
な

か
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
米
軍
が

戦
後
に
利
用
し
よ
う
と
考
え
て

い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

◆
敗
戦
に
生
き
た
心
地
せ
ず

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の

昼
過
ぎ
。
近
く
の
庄
屋
で
ラ
ジ

オ
を
聴
い
た
人
が
、
戦
争
が
終

わ
っ
た

日
本
は
負
け
た

と

ふ
れ
回
っ
て
い
た
こ
と
で
終
戦

を
知
り
ま
し
た
。

も
う

は
来
な
い

や
れ
や
れ
と
い

う
安あ

ん

堵ど

の
一
方
で
、

米
兵
が

上
陸
し
て
来
る

女
は
顔
を

黒
く
塗
ら
ん
と
犯
さ
れ
る

な

ど
の
噂
が
飛
び
交か

い
、
し
ば
ら

く
は
生
き
た
心
地
が
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
が
、
結
局
米
軍
は
来

ず
、何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

出
征
し
た
兄
は
な
か
な
か
戻

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
兄
は
二
十

歳
で
兵
隊
検
査
を
受
け
、
す
ぐ

に
満
州
の
チ
チ
ハ
ル
へ
派
遣
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ル
ソ
ン
島
へ
向
か
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
。
近
所
の
家
が
次
々
と

帰
還
兵
を
迎
え
て
い
る
中
、
な

か
な
か
帰
ら
ぬ
息
子
を
、
母
は

今
日
か
明
日
か
と
待
ち
続
け
て

い
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

上

し
ば

た

こ

）（
築
港

）

し
ば

た

こ

）（
築
港

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人
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